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地域観測網とそのシステムについで

安　　斎 正　　直＊＊

　1．地域気象観測網とは

　気象庁では古くから，気象官署の網目を埋めるために

各種の気象観測を民間に依託していた．これらの観測所

はその目的に応じて第1表のように別けられている．こ

れらの観測値は郵送で，または急を要するものは電報・

電話で気象官署に集められるようになっている．したが

ってデータが全部集まるのに日数もかかり，異常気象時

にはデータの不足があるといった欠点があった．一方気

象データに対しても高密度・高精度化の要望が強まり，

現在の観測方法・観測点の配置も考え直す時期に来てい

た．

　また，公衆電話回線を通じ音声以外の信号で通信する

ことを禁じていた法律は，民間からの公衆電話回線の開

放を望む意見によって昭和47年5月に改正になり，広域

時分制の採用と共に11月から公衆電話回線を通じて音声

以外の信号により通信することができるようになった．

　このような事情の下で公衆電話回線を使用し全国の気

象データを収集する方法が気象庁内で検討されることに

なり，昭和46年より地域気象観測網計画として取り上げ

られ，測器の試作，観測点の展開等の具体的作業が進め

られた．

　この計画は，昭和47年度を試験観測の年とし昭和48年

度より51年度までに全国各種の観測所すべてを統合し，

雨量の観測については約17kmメッシュ・他の気象要

素については約20kmメッシュの密度で観測網を全国

に展開するものである．これらの観測データは地方気象

台及び管区気象台でそれぞれの管内から公衆電話回線を

通じて集信する予定であったが，電々公社との打合せの

結果，通信装置，集信装置はすべて公社の施設を利用

し，東京において全国各地のデータを集信する方針に変

わり，東京で集信したデータは適当な処置を行ない，別

回線を通じ必要個所に送信することとなった．

　この計画で作られる観測所（端末装置ということにす
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る）には次のようなものがある．

ア．5要素を測定するもの（第2表）．

　i）気象官署以外に設置するもの

　　　第1図のように感部，変換部を一式として屋外に

　　　設置する．テrプレコーダを内蔵しデータを記録

　　　する．

　ii）気象官署に設置するもの

　　　気象官署にある各感部を利用し，変換部のみ屋内

　　　に設置する．テープレコーダは付属させない．

イ．雨量のみを測定するもの

　　雨量計と積算カウソタ及び送信器のみを設置する．

　　テープレコーダはなく自記器を並設する．

ウ．無線ロボット雨量計の受信データを送信するもの．

　・ボット雨量計の受信部から信号を受け記憶・変換す

る装置及び送信器を，受信官署に設置する．

　これらの端末装置及び東京に設置された中枢装置の関

係は第2図のとおりで，それぞれの間は一般の公衆電話

回線を用い，交換局を通じて接続されている．

　中枢装置には自動呼出装置があり全国の端末装置を呼

び出すことができる．それぞれの端末装置には一般と同

じ電話番号がつけられているので，電話器と同様にダイ

ヤルパルスを発生して，必要な個所を自由に接続するこ

とができる．このようにして端末装置が呼び出されると

中枢装置から指令を出し，端末装置からデータを送り出

させる，このようにして順次全国の端末装置からデータ

を集信することがでぎる．

　中枢装置は電子計算器で制御されていて，受信したデ

ータを記憶・編集叉は計算等を自由に行うことができる

ので，集信した結果は必要な処理をし高速度の特定回線

を通じ各気象官署（将来は民間公共団体も検討されてい

る）へ直ちに送信することができる．このようにして集

信するデータの他に，端末装置内にはテープレコーダが

あり10分ごとにデータをカセットテープレコーダに記録

させている．このテープは中枢装置まで郵送され統計資

料として各種の表を作るのに用いられる．この表も特定

回線を利用し，または郵送で各気象官署に送られる．

　したがってこれらの観測値はほとんど人手をわずらは
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336 地域観測網とそのシテムスについて

　　　第1表　観測所の種類

種　類

甲種観測

乙種観測

丙種観測

丁種観測（冬期のみ）

農業気象観測

　　（地区）

（局地）

使　用　測　器

温度計（普通，最高，最低）

雨量計，雪量計（多雪地）

自記雨量計

雪尺（積雪地）

　　（lli難）

温度計（普通，最高，最低）

自記雪量計

灘饗養婁（鞭難）

温度計（普通，最高，最低）

雪量計

農業気象観測装置S型

（風程，雨量，日照の指示）

温度計（普通，最高，最低）

雪量計

観　測　種　目

気温，最高気温，最低気温，

風向，風力（目視）

降水量，積雪深

降水量

甲種と同じ

観測装置の記録紙を読み取る

降水量

気温，最高気温，最低気温，

風向，風速

降水量，日照時間

気温，最高気温，最低気温

風向（目視）風速

降水量，日照時間

最低湿度

注　名称・その他，多少省略してある．

第2表測定要素

単　位

　　　繰

蹄灘
要　素

地点番号

日・時

風　向

風　速

温　度

日　照

雨　量

5桁

日・2桁，時・2桁，

分・10分位1桁

16方位・約1分間平均

m／s単位・2桁

0．1。C単位，±400C

2分単位，2桁

mm，3桁

備　考

観測所整理番号を用い
る

難

水晶時計を使用

矢羽根式

直流出力をA／D変換

にて符号化

三杯風速計

10分間平均風速

白金抵抗温度計

A／D変換にて符号化

光電式日照計

1時間積算

積算値

注

14

正式発足まで多少の変更はある． 第1図
、天気”20．7．



地域観測網とそのシステムについて 557
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自
動
呼
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装
置

第2図

第3表　配信データ（案）

定　時

異常時

実況図

4要素

担当地区

特定地点

基準値以上の地点

地　方

全　国

日　報

旬　報

全国日降水量実況

全国日降水量表

全国毎時降水量表

府県
区

○

○

○

○

中枢

○

○

○

本庁

○

○

○

○

○

時　間

3時間
1時間
1時間

3時間
3時間

1　日
10　日

日

日

日

せず集信・処理・作表・配信を行うことができる．通信

系・計算系にはデータの誤りを防ぐためのチェックを入

れることができるが，感部から変換部出力までの間で生

じた誤り（常識外の数値が出たときは計算器でチェック

できる）を自動的にチェックすることはできないので信

頼性の高い機械を設置する必要がある．

　これらの端末装置で前記ア．i），イは気象官署以外

に設置する，もので，現在の各種観測所と同様に民間の適

当な個所に置くことになる．この場合民間の方には，月

2回のカセットテープの交換（雨量観測点では自記紙の

交換）及び見廻わりとその他二三の操作はお願いする予

定である．また端末装置のデータはすべて電話線を通じ

て集められるので，端末装置を設置した地点で直接デー

1973年7月

タを得ることはむつかしく，欠点の一つとなっている．

　2データ通信について

　地域観測網展開の動機の一つとして公衆電話回線の開

放があるので，公社の回線及びデータの伝送について述

べることにしたい．公社回線を利用しデータの伝送を行

うにはいろいろの方法がある．

　ア．専用回線（特定回線）

　これは回線の両端末装置を直通路で結ぶもので一定地

点間の通信に利用される．この回線は利用する通信に応

じて回路を設定できるため回路の安定等は良いが，回線

が固定であるため多数の端末に接続するには難点があ

る．使用のための費用も借り切りであるため割高になり

やすい．しかし通信速度も50，200，1200，2400ボー＊と

目的に応じて種々のものが利用できる．従来から利用さ

れていた全国銀行間のデータ通信，自動車登録関係の通

信，気象庁のテレタイプ回線（50ボー）等はこれに当る

ものである．

　イ．準専用回線

　専用回線とは異なり，一般の加入電話回線を用いダイ

ヤルの自動交換局を通して必要な個所にデータを送るこ

とができるもので交換局と端末装置の間は専用回線と同

じ扱いになる．現在気象庁ではレーダのスケッチシート

をこの回線網を利用し各気象官署を送っている．

　この回線は公衆回線の開放に伴い順次廃止される予定

である．

＊ボー 1秒間に送信する単位素子の時間長の逆数．

1秒間に50ケのパルスが送られる場合は50
ボーとなる．

テレタイプでは8パルスで1文字であるか
ら毎秒50／8字の送信速度になる．
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558 地域観測網とそのシステムについて

入力信’弓

O　　l　　O　　O　　　l　　l　　l　　O 第4表　変復調装置

F　M

品　名

変調信弓

一く1㎜㎜
　　　　　　　　　　第3図

DT－203

DT－205

DT－1203

DT－2401

周　波　数

1200ニヒ100Hz

1080土100Hz

1750±100Hz

1700±400Hz

1800（位相変調）

そ　の　他

200ビット／秒以下

　　　〃

　　　〃
1200ピット／秒以下

2400ピ』ット／秒以下

＞一　号MF
第5表　プッシュホソ周波数

　ウ，加入電話回線

　一般用の電話回線で，以前は音声以外の信号を通すこ

とは禁じられていたが，法律の改正によりデータ通信に

使用することができるようになってきた．回線は音声の

伝送を目的としているため周波数帯域も300～3400Hz

に限られているので，データもこの範囲の信号に直して

送らなければならない．

　また，信号を送る方法も二つに大別することができ
る．

　ア，直接回線に機器を接続するもの．

　イ，音響カップラを利用するもの．

　前者は一般の通機信器と同様に電話回線に直接接続す

る方法で，他の機器に障害を与えないように規格もきび

しく合わなければならず，設置点を自由に変えることも　、

むつかしい．しかし後者は送信信号を一度スピーカで音

に変え電話器のマイクに送り，受信音も電話器からの音

をマイクで受けるようになっていて，直接回線にふれる

ことがなく，上記のような欠点が除かれる．これについ

てはすでにタイプライタ，電送写真，アナログ信号の伝

送等に利用できる機器が開発されているので，公衆回線

の開放に伴い広く利用されることと思われる．

　データを音の信号に直す方法も二つ考えされる．一般

には文字又は数字を2進符号に直し，その“1”，“0”に

対応して二つの周波数を決めるものが用いられている．

たとえば，テレックス等で“ア”という字は100111＊と

いう2進符号で表らわされている．これを第3図のよう

に“1”を低い周波数“0”を高い周波数に対応させ，周

波数の変化として送信している．このような周波数作る

装置はMODEM（変復調装置）といわれ次表のような

ものが規格化され使用されている．

A1：697Hz
A2：770Hz
A3：852Hz
A4：941Hz

B1　1209

　1

　4

　7

スペース

B2：1336 B3：1447 Bk：1633

EXT
STX
（一）

　＊

第6表　MF，FSの比較

信号入力

チェック

通信速度

価　格

利　用

MF
数字又は文字

定マークチェック

遅　い

送信器　安価

受信器　高価

フ。ッシュホソ

自動検針

余り多く用いられ
ていない

FS

数字又は文字を符号
化する

各種パリティチェヅ
ク

速くできる

｝両者大差なし

MODEMとして広
く用いられている

＊さん孔テープでは，　1は孔あり，0は孔なし．

16

　このように周波数を変化させる方式をFM（Fquency

Modulation）又はFS（Frequency　shi負）という．これ

に対して大都市で利用されているプッシュホンは，第3

図の下のように1記号に対し2又は3の周波数を同時に

送り，その周波数の組合せにより記号を判別する方法で

ある．プッシュホンに用いられている周波数の組合せは

第5表のとおりで，この音の組合せによって交換機を動

作させたり，電子計算機を呼び出し計算をさせることが

できる．

　この二つの方式は第6表にあげたような特長がある．

地域観測網の送信方式としては，送信文字数も少く特に

高速度化する必要もなく，端末装置が多数必要という点

から，送信方式としてはFM方式が用いられる見込で

ある．

、天気”20．7．
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回線開路

干均IOsec
ヌイヤル

8～25sec
回線接続

1・5～4sec

話中検出

E　N　Q

愛信終了

卜5～3sec

4sec
回線関放

第4図a

≒02sec
ENQ送信

テーダ送信

1　2　3　4　5　6

－
S　　　　地

　　　占丁　　　　ハ・・

　　　番×　　　　号

78910111213141516178920212223242526272829
　｝　　　〉　　　〉　　　　　〉　　　〉　　　〉

ス時ス風ス風ス温温ス日ス雨Eぺ　刻　ぺ　　ぺ　　ぺ度　　　ぺ　　ぺ　　　丁
炎蒔夫向終矯度炎昇鍛量×
　　a

　　第4図b

　5．システムの動作について

　中枢装置が全国の端末装置からデータを集信すること

は前記のとおりである．中枢装置は，電子計算機を含む

中央処理装置（CPU3Central　Control　Unite）で制御

される．

　まず定められた時刻になると，磁気メモリに記憶され

ている電話番号を順次読み出し，自動呼出装置を働かせ

端末装置を呼び出す．電話器のダイヤルは10パルス／秒

（又は20パルス／秒）であり，電話番号は最大10桁で作ら

れているので，ダイヤルの間隔を0．6秒とするとダイヤ

ル時間は15．4～6．4秒となる．またダイヤルが終ってか

ら回線が閉じるまでの時間は交換機の型によって異る

が，最大14秒くらいは必要となる．

　端末装置が接続されると，中枢装置からENQ（Enq－

uiry）信号を送り出し端末装置の符号送信機を動作させ

る．この送信機には変換部で測定された数値がBCD符

号（2進化10進符号；Binary　Coded　Decima1）で与え

られているのでこれを順次第5表に従って2周波の組合

せとして送り出す．この関係は第4図（b）に示したと

おりで1文字の送信時間，文字間隔はそれぞれ25msec

であり，全文字で28ケであるから，全文を送るのにも

1．4秒くらいしかかからな：い．この図中STX，ETXは

それぞれ始め及び終わりを表わす符号でStart　of　Text

及びEnd　of　Textの略である．

　送信機を呼び出すENQを送る場合も端末装置が話

中になっていないことを確かめたり，回線を完全に切っ

変
復
調
装
置

通
信
制
御

中央

衡理装置
ラータ受f…… 磁気テーフ・

回路塩視
切
模
装
置

切
換
装
直

磁気ティスグ

特定回線

公衆回線

制　益

御視
　装卓置

テーヌさん孔回路宣視

高述ヌリンタ自
動
呼
出
表
置

中夫

奥理装置
端末装置

愛
信
装
置

第5図

1973年7月 17



340 地域観測網とそのシステムについて

「たことを確かめたりの時間が加わり一端末当り30～50秒

くらいの時間が必要にな：る．従って全国約1，300の端末

装置を短時間で呼び出すには中枢装置からかなり多数の

回線を用い同時に呼び出する必要がある．

　このようにして受信した全国のデータは，前記のよう

に電子計算機で計算，分類し気象庁，予報中枢及び府県

区担当官署あて特定回線を用い高速度（1，200ボー及び2

繍

灘韓

……i…嚢　　＿

騒　　　　…

第6図

00ボー）で配送される．しかしこのような定時に配信さ

れるデータのみでは不十分のことも考えられるので，気

象官署から随時中枢を呼出して必要なデータの送信を求

めたり，特定の端末装置を呼び出してもらうことも可能

である．

　これらの動作をする中枢装置は第5図のブロックダイ

ヤグラムに示したような構造をしている．中央処理装置

等重要なものはすべて2組設置し故障の場合も支障のな

いようにしてあると共に，予備の装置で磁気テープの読

出し，統計処理等を行わせることができる．気象官署に

はデータ宅内装置がつけられ，キーボード又はさん孔テ

ープによって中枢と自由に通信ができると共に直接中枢

を動作させ必要なデータを送信させることも可能であ

る．

　4．端末装置について

　ア．気象官署以外に設置し要素を測定するもの．

　全体の構造は第1図の写真に示したとおりで，風速

計，風向計及び日照計は高さ6mのパンザマストの上

に設置され，温度計は途中のところに取付けられてい

る．箇体（第6図）には上から電流部，カセットテープ

レコーダ，送信機，変換部が納められ，最下部に停電用

のバッテリが入っている＊．

　全体の構成は第7図のブ目ックダイヤグラムに示して

ある．各感部からの信号は，計数回路叉はA－D変換回

路でBCDに符号化される．これらの値は時計からの信

感　部 変　換　部

制御回路

水晶発振器 分　周
日．時．分

符号変換

風向計 干　均 ％ 記　憶

言己　憶

出
ノ
フ
端
子

風速計 計　数

温度計 ヌリッジ 吉己　憶

％

計　数 言己　憶日照吉十 判　別

雨量計 電磁言十数器

送信機功セットテ弓レコー久

　　カセツト
、　　　テーフ．レコータ・

電話器

標示回路

第7図

＊試作品の配置で，将来の配置は異る．以下各項の説明も同様．

18 、天気”20．7．
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・マ忍
　　へ、　　ノノ

，＿1』ガ

第8図 馨
号により10分ごとに記憶される．電話回線を通じて呼出

されるとこれら記憶回路からの出力が送信機を通じて送

り出される．従って10分以間であれば何時でも同じ値が

送信される．またテープレコーダには10分毎に記憶回路

の出力が記録される．表示回路は，これら記憶回路の出

力を数字で標示させるので回路の点検に利用することが

できる．

　以下各要素ごとに測定方法，動作を説明する．

　1）感部変換部

　風向計

　測定方法は第8図に示してある．矢羽根の下には1：2

のギヤを通じて，二つのブラシが互に180。異るように組

合わされている二連ポテンショメータが取付けてある．

このポテンショメータからの出力電圧は，16方位の数値

（ポテソショメータの1回転は矢羽根2回転に相当する

ので0～32まで）に等しくしてあるので，演算増幅器を

用いた平均回路で約1分間平均してA－D変換回路で符

号化すると16方位に応じた数値として取り出すことがで

きる．この値は10分ごとに記憶回路で記憶される．

　測定中のポテンショメータのブラシが不連続点に来る

と平均化がでぎないので，リードスイツチを用いた検出

回路で他のポテソショメータに切換えて測定するように

なっている．また，風速が0のときは風向も00に符号

化される．

　風速計

　風速計には60mの風程接点をつけた3杯風速計を用

いている．この出力パルスを10分間計数すると0．1m／s

単位の風速が得られる．実際には1m／s単位であればよ

いので1Cの計数回路を用い4捨5入をさせている．

1973年7月

第9図

この計数回路の数値は10分ごとに記憶回路に記憶させた

後直ちに0にリセットされ次の10分間再び計数させる．

　温度計

　感部には白金抵抗温度計を用い，第9図のような通風

筒に納められてある．この通風筒の表面は輻射を少くす

るためみがかれてあり，内部への伝導を少くするため内

面には断熱材を張ると共にもう一つの円筒を入れ，この

中心に温度計を入れてある．空気は上部のフアンにより

円筒の下部らか温度計の周りを通って吸い上げられる．

　温度計の抵抗変化はブリッジ回路により電圧に変換さ

れ，A－D変換回路で符号化される．この符号化は常時

一定の周期で行われていて正10分の値のみ記憶回路に入

れられる．

　温度を測定する場所は雪面上でも約1．5mでなけれ

ばならないので，通風筒は多少上下させることもできる

構造になっている．

　日照計

　電気的に日照時間を測る方法は，農業気象観測装置で

接点付バイメタルを用いたのが最初であったが，これは一

バイメタルの特性を同一にすることがむつかしく，温度

によって感度が変わる欠点を持っていた．

　第10図に示した日照計は，3つの太陽電池を用いたも

ので，上方黒円筒内の太陽電池が北極を向き中央の辺が

南を向くように取りつけられる．従って左側は午前中に

右側は午後に多く日射が当り，北極を向いたものには直

射光が当らない．太陽電池は日射の強さに応じて出力電

圧（最大でもO．5～0．6V）が発生するものであるから，
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第10図

前者2ケを同方向に後者を逆方向にし並列に接続する

と，出力は時刻に関係なく大体日照の有無に応じた出力

が得られるようになる．従ってこの出力を電圧判別回路

に入れ，晴・曇を電気的に判別させることが可能にな

る．

　この晴の出力のあるとぎのみ2分毎のパルスを計数さ

せれば2分単位で日照時間が測定できる．

　雨量計

　一般に使用されている0．5mmの転倒ます型雨量計を

用いてある．雨量計からの出力は，読出接点付の電磁カ

ウソタで1mm単位で計数される．このカウンタも風

速・日照と同様電子カウンタを利用することもできる

が，電子カウンタには停電があると計数値が狂ってしま

う欠点があるので，機械部品で組立てられているため，

寿命が有限であること・読出しを接点で行っているため

接触不良により誤りが発生する等の欠点を持っているが

電源に対して安定な電磁カウンタを使用している．従っ

て10分毎に記憶させることは構造が複雑になるので，呼

出された時までの積算値を送信することにしてある．

　雨量計で測定できる期間を長くさせるため第11図のよ

うに雨量計の外側を太くし，ここに不凍液を入れ電熱に

より大体5～10。Cに温められるようにしてある．この

ため寒冷地を除ぎ一年中この雨量計だけで雨量を測定す

ることができる．

　時計装置

　電話回線を通じて送信するデータには時刻があり，磁

気テープに記録させるデータには日も追加される．ま

た，10分毎の制御パルスを出す必要もあり，時計装置が

必要となってくる．端末装置は無人であり余り大きな時

刻誤差も許されないので水晶発振器を用いた時計を使用

している．水晶は100，000KHzで発振しこれをICを

用いた分周回路で1分1パルスまで逓減される．このパ

ルスで時計符号用に作られた読出接点付電磁カウンタを

20
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第11図

蓑

齢・

動かし，時分の符号を作っている．このカウンタからの

24時の出力で日付用の読出接点付電磁カウンタを動かし

日付の符号化を行っている．

　付記

　上記の各部は試作品について説明したもので，これら

はすべて電子回路を主体としている．これらの他に電磁

部品を主体として組立てることも可能である．例えば風

速，日照のカウンタには雨量に用いたものと同様の読出

接点付電磁カウンタを用いることもでぎる．ただこの場

合には記憶回路をつけることがむつかしいのでカウソタ

を2組用意し交互に使用する必要がある．風向もサーボ

シンを用い接点により風向を符号化する方式も実用化さ

れている．日照の判別回路にはメータリレー等を用いる

こともできる．しかし温度については電磁的部品を主体

として作ることはむつかしい．

　電子部品（特にIC）を利用した場合には電源電圧の

変動，停電等に対しての対策が必要であるが電磁部品を

用いるとこれらの点は楽になる．しかし電磁部品には可

動部分が多く寿命の点で問題がある．また価格の点では．

余り大差はないと思われる．従ってどちらを主体にする

かは十分検討しなければならず，47年度の実用試験観測

はこの結論を出すことも一つの目的になっている．

　2）磁気テープレコーダ

　端末装置内にはカセットテープを使用するテープレコ

ーダがあり10分毎にデータを記録している．テープにデ’

一タを記録させる場合にもその方式はいろいろあるがこ

、天気”20．7．
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乏ポ
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ク　ト

　ア
　ン
　ヌ
　ル

の場合はPE（Phase　Encording）方式を用いている．

この方式は2進符号の“O”“1”を磁化の方向（N→

S，S→N）に対応させ第12図のように書込み，読出し

をさせるものである．

　このようにして記録するデータは，第4図に示した送

信データの順序であるが，地点番号の代りに日付の入っ

たものである．地点番号はカセットテープを新らしくセ

ットしたときデータを入れる前に一回だけ入れるように

してある．これらの関係は第13図に示したとおりであ

る．

　記録するときのデータの密度は800ビット／吋である

から，1文字当り4ビットとしても0．1吋くらいの間に

記録されてしまう．しかし，テープは起動信号を受けて

1973年7月

もすぐには速度が一定にならず記録を開始するまで約

0．2秒の時間が必要であり，信号が終ってテープが止る

までの時間も約0．02秒必要である．テープの速度記録時

に7．5吋／秒であるから，データのすき間（IRG31nter

Recording　Gap）として約0．8吋くらい必要となって来

る．このためテープ1巻に約20日くらいしか記録できな

い．

　データも単に必要な数のみ記録する方法もあるが，同

期・誤り検出等を考え図のようにプリアンブル・ポスト

アンプル（それぞれ0101010で表わされ同期を取るのに

用いられる）及びチエック信号を入れたISO規格に合

わせてある．

　このチェック信号は，データを記録または読出した場

合に誤が発生したことを発見し，誤の数によっては訂正

することもできるものである．チェック信号にはBCC

（Block　Check　Characte），　CRC　　（Cyclic　Redandance

Check）等が用いられる．特にCRCは巡廻冗長度検査

符号と言われ数学的に符号を取扱い．誤り検出及び訂正

の効果の多い方式と言われている．また書込みは2つの

ヘッドで同時に行い，読出し時の誤りの発生を少くして

いる．

　このカセットテープレコーダは第6図の写真から見て

もわかるとおり小型であり，テープも一般用のカセット

テープと同型のものを用いている．操作も簡単で，テー

プをセットし押しボタソを一ケ押すと動作状態になり，

さらにもう一つを押すと地点番号が書きこまれ，以後は

時計からの信号で10分毎に自動的にデータが記録され

る．この際前の記録が残っていてもさしつかえはない．

　3）送信機

　送信機の大体の構成は第14図のブ・ックダイヤグラム

のとおりで，変換部からの測定値はBCDの並列信号と

して与えられこの内部で2周波の直列信号に変え，電話

線を通じで中枢装置に送り出される．

　中枢装置の自動呼出装置により端末装置が呼び出され

ると一般の電話と同様に16Hzのベル音が回線を通じ

て送りこまれる．自動応答部はこの音を検知し，全体の

回路に電源電圧を与えると共に，回線を通話状態に変え

る（一般にはベルが鳴りそれから受話器を取上げること

に相当する）．この後ENQ信号が入って来ると受信部

のフイルタで規定の2周波が送られて来たかを検出し，

走査部の動作を開始させる．

　走査部は走査パルスを順次出し，第4図の順序で入力

信号の中から数値を選び出し，発振部を通してその数字
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に相当する2つの周波数を電話線を通じて送り出す．必

要なデータを全部送り出すと自動的に電源を切り最初の

状態にもどる．

　端末装置が呼び出された後信号が送られて来ないとき

は・他からの間違いの電話であるとして自動応答装躍内

にあらかじめ録音されてある声が再生され必要なメッセ

ージを送り出すことになっている．なお将来このような

自動装置が電話回線に接続される場合も多くなることも

考えられるので，声の代りに定められた周波数の音を送

り出すことも検討されている．

　イ．気象官署に設置するもの

　上記は気象官署以外におくものであるが，気象官署に

はすでに日照計以外の感部が設置されている上，建物内

に変換部をおくことも自由であるので，第1図のような

構造にする必要はない．従って現在使用している感部か

ら信号を受けそれを変換して送信用の符号を作るものが

必要となってくる．ただこれらの装置を既設の測器につ

けたため測定値に誤差の生じないよう工夫しなければな

らない．

　風速計，雨量計は前記のとおり接点出力（風速計はプ

ロペラ型風向風速計の接点出力）を利用するため並列接

続には問題はない．風向計はプロペラ型風向風速計の風

向測定用のシソクロ出力にサーボシンクロを接続し風向

計に影響なし風向出力を取り出し，温度計は記録計（白

金抵抗温度計と自動平衝型記録計を用いたもの）のペソ

にポテンショメータを連動させそこからの電圧として出

22

力を取り出すような装置を試作し試験している．

　時刻信号等は気象観測用の時計を親とし，親から信号

を受けて動く子時計を作りそれから作ることにしてあ

る．またテープレコーダはこの場合設置されない．

　ウ．雨量のみ測定するもの

　雨量のみ測定する端末装置は上記のものに比べてはる

かに簡単である．この装置は中枢から呼び出されたと

ぎ，その時刻までの積算雨量を送るだけであるから，読

出接点付電磁カウソタと送信機とだけからできていて，

時計・テープレコーダはついていない．ただ連続記録を取

るため現在と同様の記録方式が並用される予定である．

　エ．無線ロボット雨量計のデータを送るもの

　山地に設置された無線ロボット雨量計からは電波で気

象台あて雨量の信号が送信されて来るが，この信号には

二通りある．その一つは転倒ますが一転倒（雨量 1mm
相当）する度に一つの信号が送られるものである．これ，

は前項の雨量計と同様の電磁カウソタと送信機とを組合

せればデータを送信することができる．

　他の方式は無線ロボット雨量計についている時計で定

められた時刻に，その時刻までの積算雨量を符号で送信

し，受信所ではその符号を受信してデータを印字するも

のである．このため受信したデータを有線・ボットの送

信機で送信できる符号に直す装置と，中枢装置で呼び出

した時に地点，時刻，雨量とを送信できるようにする装

置とが必要になつてくる．この場合他と異るのは受信所

　　　　　　　　　　　　　（以下350ぺ一ジに続く）

、天気”20．7．



3m 大きな収束を伴った寒冷前線
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ではニケ所以上の無線ロボット雨量計を受信しているの

で複数のデータを送り出すことである．

　上記のうちア，イ，エは47年度に試作され実用試験を

行っているが）ウは48年度より全国的に展開される計画

になっている．

　5．あとがき

　地域観測網の基本的考えは以前からあったが，広域時

分制の採用がこの展開のきっかけになった．広域時分制

は昨年末より各地で採用され全国に普及するには多少時

間がかかるはずである．気象庁の計画もこれに合わせる

ことになり本格的動作は5ケ年計画の終る51年になると

思う．48年度から雨量端末装置の展開が開始されるが公

社の受信設備は49年中には完成する予定である．

　これらのシステムが完成すれば全国のデータは東京に

集信され，そこから自由に各地に配信されることができ

る．従って気象庁以外の公共施設でも設備をそなえれば

中枢装置からのデータを受信でき，気象庁以外の観測施

設に送信機，変換器を取りつけられれば気象庁でも部外

のデータも受信できる．このように公衆電話回線の開放

は気象データの流を大きく変えたばかりでなく，気象庁

以外の機関と共同して気象事業の発展につくす路が広っ

たとも言える．

　以上は地域観測網測器の一端末装置の設計試作を担当

した一人として知っていることを述べたものである．こ

の計画は目下進展中で本稿以後に変更されたこともある

と思うのですべて参考事項として一読していただきた

い．なお最後に本稿及びデータ通信の参考となる図書を

あげておく．
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とが指摘されている（山本義一・田中正之）．　また，太

平洋で二酸化炭素が放出されている（三宅泰雄・杉村行

男），　ことやヨー・ッパでは氷河が成長しはじめている

（樋口敬二）ことなどからわかるように，いろいろな分

野の研究成果を集約することが大事である．とくに，日

本雪氷学会では氷河情報センターを設立して世界の氷河

について台帳を作成し，どのように成長するか監視する

という計画は注目されねばならない．また，GARPで

28

はSGGE（Second　GARP　Global　Experiment）を計画

し，その中で気候変動を研究テーマに選んでいる．

　以上のように，わが国でもいろいろな観点から気候変

動の研究がすでに始められてはいるが，まだこの難問を

解決するには充分とは言えない．世界の食糧問題を背景

にして考えると，気象学会としてもこの方面の研究につ

いて組織的な討論を起こす時期にきているのでなかろう

カ・．

、天気”20．7．


